
令和７年度 幼児教育研修（資質向上）
「記録の取り方」 ～保育記録は対話する保育の必要条件～
日時：令和７年９月９日（火）１５：００～１７：００
会場：足立区役所 庁舎ホール
講師：山梨大学 名誉教授 加藤 繫美 氏

保育記録を書く３つの意味

●実務的専門性・・・公簿としての記録（義務）
●反省的専門性・・・子どもの声に正しく応えているのだろうか
●応答性専門性・・・対話する保育は、計画が生成する保育

（大事だと思う子どものやりとりを１日1つでも良いので、事実を書き残しておく）

必要な時に2つの記録を出すことで、保育がわかる

保育における記録の多様性

実践記録の種類 具体的な記録の形態

A：計画としての記録
教育計画・保育過程・年間保育計画・期の計画
月案・日案

B：公簿としての記録（１） 園日誌・保育日誌

C:日記としての記録 実践のエピソード・保育者の思い等を記した私的な記録

D：メッセージとしての記録 園だより・クラスだより・連絡帳（保育エッセイ）

E：公簿としての記録（２）
幼稚園幼児指導要領・保育所児童保育要録
認定こども園園児指導要録

F：保育実践記録 子どもの発達の物語・実践創造の物語

メモが大事！

今日したことを書き残しておく。「面白い！」など書き残したいことを
書き溜めていく。その瞬間の場面を忘れないためにメモが大事。書
き残さないと、そのことがなかったことになる。

心の残った場面、保育のこんな場面を大切だと思っている、子ど
もの変化や成長、発達のドラマがどんな風にあったのかが見えて
くる。（人に見せなくて良い）

書き溜めることで

保育メモ

保育日記

保育における記録の4つのタイプ

保育メモ
保育日記

保育実践の記録
園内研究用資料

研究会発表資料
学級通信連絡帳

保育日誌
指導要録

園だより・クラスだよりなどメッセージ
性の高いものとして出す。（取り組み
などの理解を促すため）

・書き溜める習慣が大事。（園内研

修の資料にもつながる）空白を残さ

ない。思い出せないことも「思い出

せない」等でも良いから書いていく。

空白をつくらないことが大事。

・月～金の日記を読み直すと、今あっ

たかのように再現できる。事実の記

録なので、その子がリアルに思い浮

かべられる。

書いた記録を振り返る
ことが大事。保育日記
は宝物である。

・登場している子どもが個性豊かな

子どもに偏ったり、困っていること

に助け船を出す子どもの記録が

残ったりする。一方で、自己主張が

少なかったり控えめであったりする

子どもの記録は残らないことが多

い。対話が少ないことに気付かさ

れる。

・登場しない子どもを意識して関わ

ろうとするきっかけや気付きになる。
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●記録に書かれた保育のリアルは、保育者が
無意識のうちに大切にしている「保育観」を
鏡のように映し出す。

保育者の専門性を構成する二つの要素

●「保育観」は保育者の専門性を構成する
二つの要素がある。（専門性の二重構造）

保育観【専門性の二重構造】

実践
記録

保育観
【二重構造】

子どもの
要求

保育思想・保育理論

生かされた理論

発達・教育理論

身体化した理論

生活経験の履歴

教育経験の履歴

事実を
書く

ひらめき力

共感力

これらを
実践する

園内研修や
研究会など

●わからないから知りたい、知りたいから学ぶ。
学ぼうとすることが大事。

●新しい感性を学ぼうとすることが大事。
●自分のセンスにはまらない➔自分にとって困った子になる。
●分析する力が弱い時は、センスの更新をし、子どもに合わせる。
子どもとの関係を見直す。

実践記録（日記としての保育記録）に書く内容

その日の保育において、面白いと思った事実、
不思議だと思った事実、発見した事実

事実とは・・・子どものしぐさ、行動、言葉

保育者の行動、言葉

タイトル（大事！ 理論になる）

保育者の率直な感想（考察ではなく、感想）

考察は、皆でする保育者が心動かされた事実を書く。

そのために
メモをする

記録につながる

その子どものことがよく理解
でき、知ることができる。知る
ことができると、人に知らせた
い気持ちになる。
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★実践記録を書くことで、自分の保育を振り返り、質を向上さ
せる事につながることがよく分かった。まずはメモをとり、保
育日記を書くことを実践している。子どもはどんな思いで
行動したのか、こんな思いがあったのではないか、行動一つ
一つを丁寧に見直すことで、明日はどんな姿を見せてくれる
のか、保育が楽しくてワクワクする毎日です。

★保育記録を書く意味について、改めて確認し、考えることが
できた。3つのうち、特に『反省的実践性』『応答的専門性』
の「自分の財産として、書き溜める」「やって意味のある記録
を書くようにする」という話がとても印象に残った。また、“保
育者が記録として書き残さなければ、子どもが考えた世界が
なかったことになってしまう”という言葉や、"子どもの声に責
任を持って応答しているか"という問いは、常に意識していか
なければならないと改めて感じた。

★保育記録というと日誌や週案・月案などの書類の方
に重きを置きがちでしたが、今回の研修で子どもた
ちの普段の保育から見られる何気ない行動や言葉
を書き留める事が重要と感じた。保育をしていて自
分の心が動かされた事をメモに残すようにすると、そ
れだけで日々の実践の記録になるので、今後はその
日の保育において、面白いと思った事、不思議だと思
った事、発見した事を感想と共に記録に残しておきた
いと思った。

研修生からの報告書より


